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木粉を配合したインターロッキングブロックの試作とその性能評価

石坂知行 ・上村公昨・塩谷卓

Tomoyuki ISHIZAKA、KimihiroUEMURA、TakuichiSHIOTANI二MasatomiNAKATSUKA** 

lnterlocking block made by mixing wood flour and assessment of the trial product 

I はじめに

近年、若11m部におけるヒートアイ ランド現象が顕

在化しており、その対策のひとつとして、 1M)y.k首!の

1用度L昇を緩和する技術が求められている (j)。

保水性制装は降雨"寺に1Iくを吸収し、|ヨfI白川に蒸発さ

せ、 imLjjf1-11の緩和Iに効巣が あることか ら (2) 、

者11Ih ~ l\ を 11-' 心に稔 fJiii がì1tめられている (3) 。

インクーロッキングブ 1コックは Jilli装資材の一 次

1Q~ J1UlJで、リ1場打 設と は異なり 、 l場設備でのと1:::i2i:が

I'f能なことから多掠な材料;を伎):1:1した製l払の;j，¥:作

が可能である。

本研究は 、 表 ïili 温度の 1-. 好 を緩和す る機能 を 1~1 し

た ~iil)装資料の開発を 11 !'I¥Jとしており、コンクリー卜

に木粉を配介することで保水性の ~~:i It、インターロ

ッキングブロックを ;j，¥:作し、その性能を評イilliした。

E 材料と方法

1 試作

兵庫県1'I'IJ:_ili内の工場でヒ ノキおがくずをゆ¥mm以|ご

にお}イi)l~ した木粉をfl!，\ì~し、愛媛県四国 rll 火山|人lの」場内

のインターロッキングブロシク製造一機械で‘コンクリ ー卜

に混合して撹作し、¥00 x 200 x 60 mmの金別に充填した。

本jj}の以ノkによるセメン卜の1i!I!化不良が予怨されたため、

J反動フー レスマシンで'H~ill1Jを与えながら )JIIj正、 !戎)\~した(1'，:([

|文11木13) 凶 2製造機械

1)2[ 3 iIi:叫 |送1"1'luU1J， )Jf¥U::rkiJ[ 

ト4)。木粉の量はそれぞれ 50、100g/flilll、コンクリー卜

は¥I'/c=28犯で普通ポノレトランドセメン卜を):flし、た。各

lヌーの I~\~合'，![ II合を表 1 に示した。

2 性能評価

(長υインターロッキングブロック ?illi装技術協会規定-

);Y-l;による保71<'11 1: 、吸水位t:、 'J~Uc主の評価試験および、↑E

m:恒温室内における表iyii品度以Ilil試験を行った (4人
各試験とも 11= 3~5 とした。 f:1~水性、政水性、表面温度

は、比'1淡のため、兵庫県宍耳目市内のホームセンターでl!/I~

人した ~I 似:71<性インターロッキングブロックについても
測定した。

試験体の寸法をノギスでiJilI定し、体{}jを求めた後、ノ'1<
道1)< を ii~\íたした深さ 20 じm プラスチック容器の底に試験
体を沈め、 21U~i 間吸71<. させた。 吸水後 20X 10 mmのプラ

スチック俗了上に 30分間放置して水を切った。71<切り直

後の重JW:(y!il¥irl¥1亘;最) をiJ!11定した後、¥05 "cの乾燥機内

で 72 n~H::) ':lZ燥させ、全i;吃m:設を測定し、保水fffを次式に

よりょ!とめた。

1:1~;J(最 (g • cm-: I ) 湿潤重量一全ii~L:重量) I体積

企l注意iii;測定後、プラスチック与さ器をfl1び7l<.道ノ，)(で千j)¥;

た し、 ノ'1<if日から 5mm f方に 20X10 mmのプラスチッ ク格

下を水ヤーに設置した。室温で 2'¥時IIJ)冷却した試験体を絡

-f状に置いて71<を吸い上げさせ、 30分後に取り出して

表・ l材料の配合

材料
1¥'0.1 No_2 

配介章一(g/他1)

木粉 50 100 

セメン卜 450 450 

水 126 126 

制11 ¥000 ¥000 

中止i~i'1司 333 333 

I見平J]行1) 18 18 

1~ 1 5 ¥州げ強度の測定

勺'-u， I{M他馬県民日o:YJ来j長材、jifミ興~)i 務所)・付衣笠木料株式会主|
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1 試作

各区とも振動フ'レスマシンを伴う既存のインターロッ

キングブロック生産ラインでの混合、)J主主'Jが可能で硬化

不良鵠は(i(j;認されなかった。また、本粉が'1霊長であるこ

とから、定量機、投入機の使用は困難であり、これらの

工程には手作業を要した。

完成した試作品を図 6、7に示した。試作JAIlの表面は全

IIliに 1mm 以下のさ~ I~! tが広がる多孔質構造を成 しており、
こまごめピペ ットで点i附したノkの吸収がlJ{f(認 された(図

8)。
試作111!とd'iJ[反JJiの密度を|豆19に示した。計一1)坂lRlの詫;度

が 2.0 g • cm 3をil岩えていたのに去、jし、試作lihは 50g配

合[~ で平均 1. 73 g . cm I、100g配合区で平均1.50 g ・

cm :1とi降量であった。50g配合|豆、100g配合区、 J七に
木13}以外の配合と、 f~，樹は|訂lーで、あるにもかかわらず、

密度が民なっていたことから、 100g 配合区で1立製造lI~í

にセメン卜、 '1刊ヰのロスがより多く禿生し、木13)とi置き
換わったと考え られ、木粉のl配合長(こJ，t;じて、 '1"'1司ーの配

合主を減らす必裂があると考えられた。

結果と考察E
 

表面をウエスでふき取った後に重量を測定し、吸い上げ

重量とした。次式により吸い上げ{，:jさをふためた。

吸い上げ向さ(見)= (30分後の吸い卜.げ重量づ三位韮

琵一)/ U!ül ì問 j[~1iTl~-全乾草甲) x 100 

保;J'llJ.、吸し、 lげ高さの測定後、試験体を再び水を!pV;，
たしたプラスチック容器内で 24II~H:n'虫*-させ、 ぷ面をウ
エスでふき取り、 表市温度の測定にljb試した。試験体の

上面 1:1:1うた音[\に熱電対会アノレミニウム製粘~~i テープで i固定

し、データロガlこ』去続した。30eC、70%Iillで 6114J"間の

光f!~身、l' (fl'i算|二l射長 20¥iJ . m-~ ) と 18 H寺riilの引照射を 2

回繰り返し、 10分間隔でtMI.度 (OC) を記鯨 した。また、

1211当間ごとに重量を測定し、各n#点における合71く半を企

!;I'i法によって求めた。

1111げ強度の測定には、木jj}を 100g配合した新たな 11式

験wを供試した。インストロン1'::1.:製ijfiE試験機を川い、

銅製治!~でスパン 160 mm、3}~(荷重でiit大 í\if重を ìWI定し
(灰I5)、7J.く王uこより求めた。
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図 13合水不の推移

n= :3、エラーパーは標準偏IJ'::

24 12 。

100 g 1配合区の山げ強JJrを表 2に示した。ムIf.均値は 4.60 

¥1 . mm で、 3付ドが車道府のJM絡{直 (5.0¥'・mm-2) を下回

ったが、全ての試験体が、土1~1名似( (3. 0 ¥1 . mm勺を 1'.Iii:1

った (-1ノ。

試作品と rjî販品の表面i1I1L度のJ1~移を図 12 にぶした。 ピ
ーク II~Î'の表 Lilîil.IL度の平均値は、 r!-ï 1坂 till 、 50 g配合l豆、100

g配合|ヌーでそれぞれ l同目の照射fI寺が 50.8<C、49.1oc、

43.5 <C、2田村が 53.3 oc、51."cc、46.6<Cであった。

J/.i販品との温度差は、 11!:'J1ヨが 50g配合|天で1.7 <C、100

g配合15(.で 7.3 cc、21百|目は 50g配合区で1.9 Oc、100g 

配合|三で 6.7 Lであり、 l 、 21~1 1=lともに 100 g配合|互の

効果が大きかった。製lJl1H!

手部試¥!験倹|灰灰又文令でで、(低底1下、 したo "刊8r日川1.的、.j問後の可平て均値は、 けiJ1反品、 50 g 

配合区、100g配合l三で、それぞれ 5.8旬、9.3弘、 18.7犯

であった (図 13)0100 g目配合区は放水能が ~j;î し、ため、
初期!の合*不が1"::)く、継続的に水分を蒸発したため、市1

&J:11'がj"JiJ:!ilJが効果的になされたと考えられた。
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2 性能評価

試杓品!!と m1坂 Ill-11 の í~~lJ<:量を凶 10 に不 した。 r!ï!仮 lp! の平
均値が 0.14g.cm-:Iだ、ったのに対し、 50g 配合18:では o.20 

g. cm白色、100g配合|ズでは 0.34g. cm:1で、試作Jdiはい

ずれもか~1料自の O. 15 g • cm-.jを 1:1ii:1っ た (-1) 0 100 g配

合灰のill'(1)¥50 g配合|ぷの仙ーを上I!:'Jっており、木粉のIl9L合
は、コンクリートに保水炉1:をイJ与する効果があると考え

られた。

試作品とrli1仮lylの吸い上げ高さを図 11に示 したe市!仮
1111の平均値は 51%で)J~1刺J1~:の 70 切を下回 り、 íi立のばらつ
きが大きかった。50g配合区 は 66%でj刻制l白:をやや下回

ったが、 100g配合区は 83%で、規絡値を上|打|った(4)。
木1ヲ}の配合量が多いほど吸い上げ高さの値が大きいこと

から、木:101の吸水性が製JW，{こ反映されたと売えられた。

また、木粉の配合により と|ゴ じた 2;S: 1~~t は微細|であり、毛利|
管現象を促したと考えられた。



摘要

セメント、骨材に木粉を配合し、娠動、圧力を加え

て成型することで、保7J<:性を有する舗装，EI:Jのコンク
リートブロック(インターロッキングブロック)を

試作した。

曲げ強度や保水性の評価を行った結果、社団法人イ

ンターロッキングブロック舗装技術協会による歩道

における保ぷ性インターロッキングブロックの品質

規絡をiiMiたしていた。

実験室における 2回の光照射試験の結果、木粉を 100

g配合 したが;作rTlは、市販の保/J<:floでないインター

ロッキングブロックと比較して l回目のピーク時に

7.3 oc、2回目のピーク時に 6.7ccの温度上昇 の緩

和が線認された。
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